
●歯周病学講座  Department of Periodontology 

1. 所属構成員等
教 授 沼部幸博
准 教 授 伊藤　弘, 関野　愉
講 師 村樫悦子, 石黒一美（併任）, 五十嵐（武内）寛子, 倉治竜太郎
客 員 教 授 久世香澄, 稲田全規
非常勤講師 玉澤　修, 鈴木設矢, 若尾徳男, 帆足公人, 大崎忠夫, 林　英昭, 清信浩一, 佐藤

宏和, 髙橋亮一, 藤田佑三, 加治彰彦, 大久保美佐, 石井マイケル大宜, 上原　
直, 沼部真理子, 伊藤明子, 濱田　亮 , 呉　亞欣

大 学 院 生 齊藤仁志, 酒寄智央, 早乙女雅美, 泉　雄太, 羽毛田真佑花
聴 講 生 小倉直子, 蔵元庸之, 佐野哲也, 鈴木香奈子, 横田秀一, 長浜光徳, 福田晃士, 福

田知樹, 星　優生, 矢吹一峰, 松田きよら, 岡部功太郎（４月～９月）

2. 研究テーマ
1) In vitro歯肉モデルを用いた低出力レーザー照射時の上皮間葉相互作用の解析  

Analysis of Epithelial-Mesenchymal Interaction during Low-Level Laser 
Irradiation Using an In Vitro Gingival Model.

2) 歯周疾患と好中球細胞外トラップとの関係  Relationship between periodontal 
disease and neutrophil extracellular traps.

3) ストレプトゾトシン誘発糖尿病マウスの実験的歯周炎惹起組織において制御性T細
胞(Treg)が免疫応答に及ぼす影響  Effect of regulatory T cells (Treg) on 
immune responses in experimental periodontitis of streptozotocin-induced 
diabetic mice.

4) miRNAを介した歯周組織修復メカニズムの解析  Analysis of miRNA-mediated 
periodontal tissue repair mechanisms.

5) Nd:YAGレーザーを用いた細胞活性の検索  Cell activity using Nd:YAG Laser.
6) 歯肉溝滲出液(GCF)における酵素活性について  Investigation of enzyme 

activity in gingival crevicular fluid (GCF).
7) 歯肉溝滲出液(GCF)成分解析を応用した新規歯周病診断キットの開発  Development 

of the new periodontal diagnostic kit by GCF contents analysis.

8) バイオインフォマティックスを応用した歯周病病態の予後判定  Prognosis of 
periodontal disease condition using bioinformatics.

9) 歯周疾患と非アルコール性脂肪性肝炎との関係  Relationship between 
periodontal disease and non-alcoholic steatohepatitis (NASH).

10) 歯周病関連腸内ディスビオーシスと移植後拒絶反応との関係解明  Relationship 
between periodontal disease-related gut dysbiosis and post-transplant 
rejection.

11) ラット・マウス口腔内実験に用いる開口器の開発  Development of mouth gag to 
be used in the rat and mouse oral experiments.

12) 結紮糸留置および多微生物感染モデルを用いた実験モデルにおける歯周炎の病態解
析  Pathologic analysis of experimental periodontitis using ligature 
placement or polymicrobial infection model.

13) 抗菌ペプチド・ナイシンを用いた歯周炎および全身疾患の新規予防法開発  
Development of new preventive method for periodontitis and systemic 
disease using Nisin as antibacterial peptide.

14) 歯周病におけるブルーベリー葉抽出物の組織炎症および骨吸収抑制効果に関する研
究  Eeffects of blueberry leaf extract to inhibit inflammation and bone 
resorption on periodontal disease.

15) 高萩市における歯周病の疫学調査  Epidemiological Survey of Periodontal 
Disease in Takahagi City.

16) 要介護高齢者に対する歯周病罹患状況の調査  Survey of Periodontal Disease in 
Elderly in Nursing home.

17) 非外科的歯周治療の心血管機能への影響  Effects of Non-Surgical Periodontal 
Therapy on Cardiovascular Function.



18) エアーポリッシングのプラーク除去効果に関する研究  Study on the 
Effectiveness of Air Polishing for Plaque Removal.

19) 禁煙が歯周組織へ及ぼす影響  Effect of smoking cessation on human 
periodontal tissue.

20) Nifedipine誘発性歯肉増殖症in vitroモデルにおける肝細胞増殖因子の抗線維化作
用の検討  Antifibrotic effect of hepatocyte growth factor on in vitro 
model of nifedipine-induced gingival overgrowth.

21) ヒト歯根膜由来血管内皮細胞に対する結合組織増殖因子（CCN2/CTGF）の血管形成
に関する研究  The effect of CCN2/CTGF on human endotherial cells to tube 
formation.

22) 喫煙による歯肉の線維化について  Effect of smoking to human gingival 
fibrosis.

23) 日本歯科大学附属病院インプラント科受診患者の喫煙率についての調査  Research 
for rate of smoking among patients in a Departmant of Imprantology at 
Nippon Dental University Hospital.

24) 喫煙が歯周組織に及ぼす影響  Effect of smoking on periodontal tissue.
25) ヒト歯肉上皮細胞に対するアクロレインの影響について  Effect of acrolein on 

immortalized human gingival keratinocyte cell.

3. 今年度の研究上の特筆すべき事項
受賞
1) 日本レーザー歯学会　2021年度優秀発表賞, 齊藤　仁志, 2022年11月27日, ヒト歯

肉上皮細胞への低反応レベルNd:YAGレーザー照射による遺伝子学的解析　- 創傷治
癒促進に与える影響について -

2) 第38回「歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い」優秀発表賞, 倉治　
竜太郎, 2023年1月20日, 移植医療における歯周病関連腸内ディスバイオシスを標
的とした肝虚血再灌流障害の新規予防戦略

3) 2021年-2022年にかけての Periodontology 2000 におけるトップダウンロード論文
として評価された, Ryutaro Kuraji, Satoshi Sekino, Yvonne Kapila, Yukihiro 
Numabe, 2023年3月30日, Periodontal disease–related nonalcoholic fatty 
liver disease and nonalcoholic steatohepatitis: An emerging concept of 
oral-liver axis

特許
記載事項なし

その他
1) 五十嵐(武内)寛子: 日本臨床歯周病学会認定医　取得.

4. 学位取得者
記載事項なし

5. 主催学会等
1) 令和4年度　東京都歯科医師会卒後研修会 歯周組織再生療法を効果的に活用するに

は？, 東京, 2022年9月8日, 歯周病学講座代表：沼部幸博，伊藤　弘，関野　愉，
附属病院総合診療科代表：小川智久.

2) 令和4年度　日本歯科大学校友会　ポストグラデュエートコース 効果的な非外科的
歯周治療の実践, 東京, 2022年9月15日, 歯周病学講座代表：沼部幸博，伊藤　
弘，関野　愉，村樫悦子，東京短期大学歯科衛生士科代表：合場千佳子，池田亜紀
子，木村真由美.

6. 国際交流状況
1) 倉治竜太郎は，カリフォルニア大学サンフランシスコ校歯学部（Department of 

Orofacial Sciences）およびカリフォルニア大学ロサンゼルス校歯学部（Felix 
and Mildred Yip Endowed Chair in Dentistry）のYvonne Kapila 研究室と2019年
より共同研究を継続中である.



7. 外部・学内研究費
1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2020

年～2022年, 歯肉溝滲出液（GCF）成分を用いた新たな歯周病検査法の探索, 沼部
幸博(代表), 伊藤　弘(分担), 4,290,000円, 2022年度, 1,430,000円

2) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2020
年～2022年, 発症前診断を推進する次世代の新規歯周病検査は健康寿命延伸のキー
ワードとなる, 伊藤　弘(代表), 沼部幸博，小川智久(分担), 4,420,000円, 2022
年度, 1,170,000円

3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2020
年～2022年, 喫煙によるヒト歯周組織の線維化と肺のCOPDの発症メカニズム解明と
の関係について, 五十嵐（武内）寛子(代表), 立花利公(分担), 4,290,000円, 
2022年度, 1,690,000円

4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 若手研究, (継続), 2022年～
2024年, 歯周病関連腸内ディスビオーシスを標的とした肝移植における虚血再灌流
障害の予防戦略, 倉治竜太郎(代表), 4,420,000円, 2022年度, 1,560,000円

5) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2022
年～2024年, 心疾患患者に血管内皮機能測定装置を用いて歯周治療を行う際の影響
の観察, 関野　愉(代表), 沼部幸博(分担), 4,160,000円, 2022年度, 2,200,000円

6) 旭化成ファーマ株式会社, 外部研究費, (継続), 2021年～2023年, 新規歯周病診断
マーカー探索の検討, 沼部幸博(代表), 伊藤　弘，　倉治竜太郎(分担), 
1,000,000円, 2022年度, 3,000,000円

7) 株式会社　松風, 外部研究費, (新規), 2022年～2024年, 歯周組織検査と併用した
PTMキット検査の有用性について, 沼部幸博(代表), 伊藤　弘(分担), 240,000円, 
2022年度, 240,000円

8) EMS Japan 株式会社, 外部研究費, (新規), 2022年～2024年, 超音波チップ先端形
状の電子顕微鏡画像撮影について, 沼部幸博(代表), 五十嵐（武内）寛子(分担), 
800,000円, 2022年度, 0円

8. 研究業績
A. 著書

1. 沼部幸博 (単著) , 歯周病と糖尿病, 東京法規出版, 東京, 2022, ISBN HE154720-
W21-1.

2. 沼部幸博 (単著) , さあ、はじめよう！　お口の健康管理術, 社会保険出版社, 東
京, 2022, ISBN 42411-22D.

3. 沼部幸博 (単著) , 人生100年は歯と口の健康から！　歯と口の教科書, 東京法規
出版, 東京, 2022, ISBN HE154740-W24.

4. 沼部幸博 (単著) , 節目を迎えたみなさま　歯周病検診へ行きましょう, 社会保険
出版社, 東京, 2022, ISBN 424021-22L.

5. 沼部幸博 (共著・編集) : 024多血小板フィブリンの応用は再生療法に有効か？, 
110-113, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界　歯周外科治療編, デン
タルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-546-3  C3047.

6. 沼部幸博 (共著・編集) : 025多血小板フィブリンと自家多血小板血漿の再生治療
応用への効果に差はあるのか？, 114-117, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリ
オの世界　歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-
88510-546-3  C3047.

7. 沼部幸博 (共著・編集) : 026再生療法におけるトラフェルミンとEMDとの効果の比
較, 118-121, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界　歯周外科治療編, 
デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-546-3  C3047.

8. 関野　愉 (単著) , ドクター関野のエビデンス・アカデミア, クインテッセンス出
版株式会社, 東京, 2022, ISBN 978-4-7812-0891-6.

9. 関野  愉 (分担執筆) : パーシャルデンチャーを装着した歯周炎患者メインテナン
ス, 108-113, 亀田行雄，前畑　香, パーシャルデンチャーのLevel upトレーニン
グ, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-545-6.



10. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 006 FIに対する歯根切断療法の予後は？, 34-37, 
関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモ
ンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

11. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 008 アクセスフラップの骨縁下欠損に対する効果, 
44-47, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタル
ダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

12. 小牧令二，関野　愉 (分担執筆・編集) : 011 EPPを用いたEMD及び脱タンパク牛骨
ミネラルの併用は限局的な骨縁下欠損の治療に有効か？, 56-59, 関野　愉, 海外
文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 
2022, ISBN 978-4-88510-3.

13. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 027 骨縁下ポケットに対するrh-FGF−２単独しよう
と脱タンパク牛骨ミネラル併用の術後2年の治療結果に違いはあるか？, 122-125, 
関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモ
ンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

14. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 028骨縁下ポケットに対するGTR/骨補填材とが血小
板濃厚液を併用した効果は13年間持続するか？, 126-129, 関野　愉, 海外文献か
ら読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, 
ISBN 978-4-88510-3.

15. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 029 多血小板血漿、EMD、天然骨ミネラルの併用に
よる骨縁下欠損治療5年後の成績は？, 130-133, 関野　愉, 海外文献から読み解く
ペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-
4-88510-3.

16. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 030 Non-Contained の骨縁下欠損に対する脱タンパ
クウシ骨ミネラルとEMDまたは膜の併用による治療効果は？, 134-137, 関野　愉, 
海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東
京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

17. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 031 EMDと代用骨を併用した治療の10年後の予後を
比較すると？, 138-141, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科
治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

18. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 034 Ⅱ度のFIに対するEMDの効果は？, 152-155, 関
野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモン
ド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

19. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 036 Ⅱ度のFIに対するGTR法のリエントリーによる
評価は？, 160-163, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療
編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

20. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 038 隣接面のⅡ度のFIに対するEMDのこうかー24ヶ
月の前向きRCT, 168-171, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科
治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

21. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 057下顎前歯部III-IV度のRECに対する上皮下結合組
織移植をEMDと併用した場合の効果は？, 246-249, 関野　愉, 海外文献から読み解
くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 
978-4-88510-3.

22. 関野  愉 (分担執筆・編集) : 062 インプラント周囲軟組織のフェノタイプの修正
とその組織に与える影響に関するネットワークメタアナリシス, 268-271, 関野　
愉, 海外文献から読み解くペリオの世界歯周外科治療編, デンタルダイヤモンド
社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-3.

23. 倉治竜太郎 (分担執筆) : 第5章 プラスティックサージェリー 049 薄い歯肉への
歯肉増大術は歯周組織の健康維持に有効か？, 214-217, 関野　愉, 海外文献から
読み解くペリオの世界 歯周外科治療篇, 1版, デンタルダイヤモンド社, 東京, 
2022, ISBN 978-4-88510-546-3.

24. 倉治竜太郎 (分担執筆) : 第5章 プラスティックサージェリー 050 歯肉弁歯冠側
移動術への結合組織移植の併用は、併用しない場合に比べて根面被覆に有効か？, 
218-221, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界 歯周外科治療篇, 1版, 
デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-546-3.



25. 倉治竜太郎 (分担執筆) : 第5章 プラスティックサージェリー 051 歯肉弁歯冠側
移動術において、EMDの併用は結合組織移植と比べて根面被覆に有効か？, 222-
225, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界 歯周外科治療篇, 1版, デン
タルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-546-3.

26. 倉治竜太郎 (分担執筆) : 第5章 プラスティックサージェリー 052 REC治療のため
の結合組織移植とEMDの併用は結合組織移植の単独使用よりよい臨床結果をもたら
すか？, 226-229, 関野　愉, 海外文献から読み解くペリオの世界 歯周外科治療
篇, 1版, デンタルダイヤモンド社, 東京, 2022, ISBN 978-4-88510-546-3.
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胞(HFL-1)およびヒト慢性閉塞性肺疾患(COPD)肺線維芽細胞に与える影響. 日本顕
微鏡学会第78回学術講演会 発表要旨集, 2022; 78.

3) 宮下幸大，倉治竜太郎，沼部幸博. 広汎型慢性歯周炎患者に対して歯周外科治療を
行った一症例. 第65回春季日本歯周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯
周誌（春季特別号）, 2022; 64: 51. 
https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_sp/all.pdf (参照2023年3月16日).

4) 村樫悦子，関野　愉，小川智久，礒　亮輔，大塚　源，小沼　晃，加藤智崇，岸本
千紘，黒川理佐子，杉山祐太，髙橋由紀子，沼部恵茉，前田祐貴，美濃直輝，森口
奈賀子，山田理子，山本陸矢，由利啓子，藏下友実，沼部幸博. 2種類の電動歯ブ
ラシのランダム化クロスオーバー試験による臨床的効果の比較. 第65回春季日本歯
周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（春季特別号）, 2022; 64: 
125. https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_sp/P121.pdf (参照2023年4月5
日).

5) 和田祐季，石黒一美，鈴木麻美，村樫悦子，沼部幸博. 低反応レベルレーザー
(LLL)照射によるヒト歯肉線維芽細胞の遺伝子発現解析と検証. 第65回春季日本歯
周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（春季特別号）, 2022; 64: 
129. https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_sp/P121.pdf（参照2023年4月5
日）.

6) 五十嵐（武内）寛子，沼部幸博. 歯根吸収により歯冠歯根比が逆転した重度慢性歯
周炎に対し歯周再生療法を行った6年経過症例. 第65回春季日本歯周病学会学術大
会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（春季特別号）, 2022; 64: 151. 
https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_sp/all.pdf (参照2023年3月31日).

7) 西田太郎，前田宗宏，倉治竜太郎，橋本修一，沼部幸博，五十嵐　勝. ラット上顎
臼歯に充塡された低濃度ユージノールを含む根管シーラーの根尖歯周組織骨塩量へ
の影響. 日本歯科保存学会 2022年度春季学術大会（第156回）　プログラムおよび
講演抄録集, 2022; 105: 71. 
http://www.hozon.or.jp/member/publication/abstract/file/abstract_156/all.p
df (参照2023年3月16日).



8) 目井孝典，野口浩司，倉治竜太郎，佐藤　優，久留　優，加来啓三，岡部安博，大
西秀哉，中村雅史. 歯周病原細菌を用いた腸管ディスバイオシスによる移植免疫へ
の影響の解明. 第122回日本外科学会定期学術集会プログラム, 2022; 
https://www.micenavi.jp/jss122/search/detail_program/id:371 (参照2023年3月
16日).

9) 五十嵐（武内）寛子，沼部幸博. 2021年度1年生を対象としたWeb会議ソフトウェア
Zoomによる病院医療概論ハンドスキル実習について. 第41回日本歯科医学教育学会
総会・学術大会プログラムおよび抄録集, 2022; 61. https://shinsen-
mc.co.jp/jdea41/media/jdea41_program.pdf (参照2023年3月31日).

10) 石黒一美，村樫悦子，伊藤　弘，五十嵐（武内）寛子，沼部幸博. ピア評価と即時
フィードバックを取り入れた臨床実習へのシームレスな移行に考慮した歯周病学実
習. 第41回日本歯科医学教育学会総会・学術大会プログラムおよび抄録集, 2022; 
https://shinsen-mc.co.jp/jdea41/media/jdea41_program.pdf (参照2023年3月31
日).

11) 五十嵐（武内）寛子，久保田　聡，立花利公，馬目佳信，沼部幸博. ニコチンに
よって誘導されたCCN2/CTGFが喫煙による歯肉線維化に影響する. 第54回日本結合
組織学会学術大会　プログラム・抄録集, 2022; 109. 
https://jsmbm.org/2022/img/program/program_0608.pdf (参照2023年3月31日).

12) 宮下幸大. Wound healing in periodontal disease induces macrophage 
polarization characterized by different arginine-metabolizing enzyme. 第65
回秋季日本歯周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（秋季特別
号）, 2022; 64: 98. https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_au/all.pdf 
(参照2023年3月16日).

13) 酒寄智央，伊藤　弘，沼部幸博. 歯周病原細菌により誘発される好中球細胞外ト
ラップ (NETs) 発現に関する研究. 第65回秋季日本歯周病学会学術大会プログラム
および抄録集，日歯周誌（秋季特別号）, 2022; 64: 121. 
https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_au/program.pdf（2023年3月20日参
照）.

14) 倉治竜太郎，橋本修一，宮下幸大，伊藤　弘，沼部　幸博. マウス口腔内実験に用
いる新規立体可動型開口器の開発. 第65回秋季日本歯周病学会学術大会プログラム
および抄録集，日歯周誌（秋季特別号）, 2022; 64: 125. 
https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_au/program.pdf（2023年3月20日参
照）.

15) 五十嵐（武内）寛子，立花利公， 馬目佳信，沼部幸博. ニコチン刺激を除去する
とヒト歯肉線維芽細胞およびヒト肺線維芽細胞は回復傾向を示す. 第65回秋季日本
歯周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（秋季特別号）, 2022; 
64: 128. https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_au/all.pdf (参照2023年3
月31日).

16) 関野　愉，村樫悦子，沼部幸博，小川智久. エアー・ポリッシングとラバー・カッ
プのプラーク除去効率と患者中心のアウトカムに関する比較研究. 第65回秋季日本
歯周病学会学術大会プログラムおよび抄録集，日歯周誌（秋季特別号）, 2022; 
64: 130. https://www.perio.jp/meeting/file/meet_65_au/all.pdf (参照2023年3
月28日).

17) 五十嵐（武内）寛子，沼部幸博. 外傷により歯の動揺を有する重度慢性歯周炎に対
し歯周組織再生療法を行った一症例. 2022年度日本歯科保存学会秋季学術大会（第
157回）プログラムおよび講演抄録集, 2022; 106: 11. 
http://www.hozon.or.jp/member/publication/abstract/file/abstract_157/all.p
df (参照2022年11月14日).



18) 五十嵐（武内）寛子，五十嵐祐二，沼部幸博. 慢性歯周病患者に対しマウスピース
型カスタムメイド矯正装置を併用した前歯部審美修復治療を行った一症例. 日本歯
科審美学会第33回学術大会　プログラム・抄録集, 2022; 88. https://shinsen-
mc.co.jp/jaed33/media/jaed33_program.pdf (参照2023年3月31日).

19) 稲垣幸司，森田　学，五十嵐寛子，大森みさき，内藤　徹，中山洋平，埴岡　隆，
柳田　学，小方頼昌. 日本歯周病学会における禁煙支援への取組み. 第16回日本禁
煙学会学術大会　プログラム・抄録集, 2022; 67. 
https://www.atalacia.com/jstc2022/program.html (参照2023年3月31日).

20) 五十嵐（武内）寛子，立花利公，沼部幸博，馬目佳信. ヒト慢性閉塞性肺疾患
(COPD)肺線維芽細胞におけるニコチン刺激およびニコチン刺激除去後の形態変化に
ついて. 日本顕微鏡学会第65回シンポジウム 発表要旨集, 2022; 57 (2): 105. 
https://conference.wdc-jp.com/microscopy/sympo/65th/common/doc/program.pdf 
(参照2022年10月31日).

21) 齊藤仁志，村樫悦子，石黒一美，沼部幸博. ヒト歯肉上皮細胞への低反応レベル
Nd:YAGレーザー照射による遺伝子学的解析　創傷治癒促進に与える影響について. 
日本レーザー歯学会誌, 2022; 31（3）: 89-90.

22) 倉治竜太郎，宮下幸大，早乙女雅美，伊藤　弘，野口浩司，Yvonne Kapila，沼部
幸博. 移植医療における歯周病関連腸内ディスバイオシスを標的とした肝虚血再灌
流障害の新規予防戦略. 日本歯科医学会誌, 2023; 42: 70-78.

G. 講演
1) 特別講演・シンポジウム等での講演

1) 佐野哲也: インプラント周囲疾患の治療と予防の実際, 第43回日本口腔インプラン
ト学会学術大会, モーニングセミナー, 名古屋 (2022年9月25日).

2) 沼部幸博: 「歯周病治療最前線　-全身疾患を見つめる歯周治療とは？-」, 令和４
年度（第90回）日本歯科大学近畿地区歯学研修会　健康寿命延伸をめざして　〜
我々歯科医師の使命について考える〜, 特別講演, オンライン開催（ライブ開催） 
(2022年10月22日).

3) 五十嵐（武内）寛子: 日本歯科大学附属病院に受診したインプラント治療希望患者
における喫煙状況について -第2報-, 第16回日本禁煙学会学術総会, シンポジウ
ム, オンライン開催（ライブ開催） (2022年10月29日).

4) 沼部幸博: 歯科衛生士教育内容WGより： 歯科衛生士養成課程の現状と将来展望　-
研究目的と研究方法-, 「歯科衛生士の業務内容の見直しに向けた研究」（令和３
年度厚生労働行政推進事業）成果発表, 公開シンポジウム, オンライン開催（ライ
ブ開催） (2022年11月3日).

5) 村樫悦子: Nd:YAGレーザーによる歯周組織由来培養細胞への生物学的効果, 第34回
日本レーザー歯学会総会・学術大会, シンポジウム, 東京 (2022年11月26日).

6) 沼部幸博: 糖尿病予防フォーラム　歯周病と糖尿病との危険な関係, 都民向け
フォーラム　糖尿病・禁煙・口腔がん, 公開講座, オンライン開催（オンデマン
ド） (2023年3月1日～31日).

2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 佐野哲也: Cavitron®院内実習セミナー, Cavitron®実習セミナー, 東京 (2022年5

月18日)．
2) 沼部幸博: 日本歯科大学生命歯学部の卒前・卒後教育の流れ, 令和４年度保護者説

明会, 東京 (2022年5月25日)．
3) 佐野哲也: Cavitron®Café in 東京 フォローアップセミナー, Cavitron®Café in 

東京 フォローアップセミナー, 東京 (2022年5月26日)．
4) 村樫悦子: Nd:YAGレーザーを用いた歯周治療　-基礎研究から臨床応用について-, 

令和４年度 日本歯科大学歯学会大会, オンライン開催（ライブ開催） (2022年6月
4日)．

5) 関野　愉: 歯周病学におけるドグマと真理, FMS歯科, 東京 (2022年7月12日)．
6) 関野　愉: 歯周外科とメインテナンス, 赤羽歯科, 東京 (2022年7月20日)．



7) 添野雄一，工藤朝雄，佐藤かおり，田谷雄二，川本沙也華，埴　太宥，村樫悦子: 
口腔粘膜間質in vitroモデルの確立と口腔癌の脈管浸潤様式の解析, 令和３年度研
究プロジェクト研究報告会, 東京 (2022年9月8日)．

8) 伊藤　弘: 本日の研修概要と背景, 東京都歯科医師会ポストグラデュエートコー
ス, 東京 (2022年9月8日)．

9) 沼部幸博: 本邦における歯周組織再生療法の現状, 東京都歯科医師会ポストグラ
デュエートコース, 東京 (2022年9月8日)．

10) 関野　愉: 従来の歯周外科手術と歯周組織再生療法との比較　１.楔状骨欠損に対
する効果を中心に, 東京都歯科医師会ポストグラデュエートコース, 東京 (2022年
9月8日)．

11) 関野　愉: 従来の歯周外科手術と歯周組織再生療法との比較　2.低侵襲歯周外科治
療と根分岐部病変への適応, 東京都歯科医師会ポストグラデュエートコース, 東京 
(2022年9月8日)．

12) 関野　愉: 歯科衛生士が知っておくべきエビデンス, ドクターブック, 東京（オン
ライン開催） (2022年9月9日)．

13) 伊藤　弘: 非外科歯周治療, 令和４年度日本歯科大学校友会ポストグラデュエート
コース, 東京（オンライン開催） (2022年9月15日)．

14) 伊藤　弘: SPT, メインテナンス, 令和４年度日本歯科大学校友会ポストグラデュ
エートコース, 東京（オンライン開催） (2022年9月15日)．

15) 関野　愉: 非外科的歯周治療における超音波スケーラーの応用, 令和４年度日本歯
科大学校友会ポストグラデュエートコース, 東京（オンライン開催） (2022年9月
15日)．

16) 村樫悦子: 非外科的歯周治療における歯科用レーザーの応用 , 令和４年度日本歯
科大学校友会ポストグラデュエートコース, 東京（オンライン開催） (2022年9月
15日)．

17) 関野　愉: エビデンスアカデミア, クインテッセンス, 東京（オンライン開催） 
(2022年9月22日)．

18) 沼部幸博: 日本歯科大学の特色と入試　生命歯学部について, メルリックス学院　
日本歯科大学入試説明会, 東京（オンライン開催） (2022年9月23日)．

19) 関野　愉: クリーニングの常識を変えるエアフローメインテナンス, フォレストワ
ン, 東京（オンライン開催） (2022年9月27日)．

20) 関野　愉: 歯周病学の論文の読み方と臨床への応用, ドクターブック, 東京（オン
ライン開催） (2023年10月7日)．

21) 関野　愉: 非外科的歯周治療を効果的に行うために, 兵庫県歯科医師会, 兵庫県 
(2022年10月23日)．

22) 関野　愉: 歯周病患者のSPTを成功させるための戦略, 兵庫県歯科衛生士会, 兵庫
県（オンライン開催） (2022年11月13日)．

23) 佐野哲也: Cavitron®Café in 東京 フォローアップセミナー, Cavitron®Café in 
東京 フォローアップセミナー, 東京 (2022年11月17日)．

24) 沼部幸博: 機構派遣監督者の役割および重要注意事項について, 令和４年度歯学系
CBT機構派遣監督者講習会, 東京 (2022年11月24日)．

25) 沼部幸博: 生命歯学部の現状, 生命歯学部教育フォーラム, 東京 (2022年11月15
日)．

26) 工藤朝雄，埴　太宥，川本沙也華，坪崎健斗，村樫悦子，佐藤かおり，田谷雄二，
添野雄一: 脈管オルガノイドを用いたin vitro口腔粘膜モデルの構築, 令和４年度
日本歯科大学歯学会第8回ウィンターミーティング, オンライン開催 (2022年12月
17日)．

27) 関野　愉: 最新の科学的根拠に基づいた歯周治療の流れ, 岐阜県保健協会, 岐阜 
(2023年１月13日)．

28) 倉治竜太郎，宮下幸大，早乙女雅美，伊藤弘，野口浩司，Yvonne Kapila，沼部幸
博: 移植医療における歯周病関連腸内ディスバイオシスを標的とした肝虚血再灌流
障害の新規予防戦略, 第38回歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い, 
東京 (2023年1月20日)．

29) 佐野哲也: Cavitron®院内実習セミナー, Cavitron®実習セミナー, 京都 (2023年1
月22日)．

30) 関野　愉: 歯周病と全身疾患との関わり, 平塚歯科医師会第14回市民公開講座, 神
奈川 (2023年3月5日)．



H. その他の出版物
記載事項なし


